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   We have experienced 3 cases of acariasis in urinary tract with hema-

turi a, cloudiness of urine and abdominal pain. We have obtained interesting 

pyelograms and had good result after used SPATONIN-TANABE in these 

 cases.

「だに」 の寄生 に よつて種 汝の器官に,種 女

の 症状 を呈 する ことは,古 くか ら報 告 され てい

るが,泌 尿器系 については,す でに1893年,三

・宅,Scribaが 血 尿 中 より 「だに」 を発見 し,

これを食腎血鍛Nephrophagussanguinarius

と して報 告 して以来,今 日まで約100例 余 の報

告 が あ るが,い まだに臨床的にはその病源性,

症 候学,治 療法 等につい て,充 分 の検索が なさ

れ てない様 に思 われ る.我 汝は,最 近食腎血鍛

症 を含 む数例 の泌尿器だ に症を経験 した ので,

こ こにそのあ らましを報 告 し,諸 家の検討 の1

資 料 とした い.

症 例

〔症例1〕

診断:食 腎血訟症

患者:M.M.8才,δ 生来福井県下に居住.

主 訴1腹 痛 と血尿

現病歴:30年7月 のあるH,肩 車よりあやまつて転

落 し,特 に.腎部を うつた とは思わないが,i当 日夜腹痛

と血尿を来たしたので,数 日後某大学病院を訪れ非溶

血性白色ブ ド←状球菌に よる腎孟炎 と診断され,抗 生

剤等で治療を うけ軽快 したが,9月 中旬頃再び1血尿を

来たしたので当教室外来を訪れた。この際は,申 等度

」血尿以外に特記する自覚症状はない.

翫往症:幼 時里子に出されて栄養失調症になつたと

い う.ツ ベルクリy反 応は29年 春に自然陽転.

家族歴:母 親が右肺結核で療養 しつつ家事に従つて

いる.

現症:体 格小で栄養は中等度,可 視粘膜に貧血はな

い.腹 部は筋性防禦な く両腎 とも下極を触れるが圧痛

はなく,他 に異常はない.

経過=尿 中赤白血球多数,大 腸菌,球 菌を認めた

が,結 核菌は陰性で,以 後の症状もほとんど変 りはな

かつた.次 で70%ウ ロコリソ15ccで 排泄性腎孟撮影

を行つた所,7分 で両腎とも排泄あ り,す べての腎蓋

が著明に円形に肥大 しその頸部が細 く,腎 孟 も軽度に

肥大している像をえたので(第1図),感 染性水腫腎

と一一応診断,抗 生剤,利 尿剤を投与経過を観察した

が,10月 下旬,尿 中より数匹の 「ほこりだに」Tars-

onemusを 発見 した.(第2図).そ の後,三 度排泄性

腎孟撮影を行つたが,そ の像はほぼ同じで,結 核菌の

培養は陰性,最 初の打撲による水腫腎 とするには各腎

蓋が一様に等しく犯され,そ の頸部が極めて細い点よ

りやや考 えに くく,結 局,食 腎血轟症 と断定した.

〔症例 皿〕

診断:食 腎血融症
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患者;T.M・40才,6,友 禅染色業・少年時代・

鹿児島県大島に居住 以後20数 年間京都市のみに居住

している.

主訴=血 尿 と尿温濁.

現病歴:28年 頃,乳 白色に尿潤濁を来たしたが・内

科的治療で1時 軽侠,数 ヵ月後に再び同様尿渥濁を来

たし,各 種の治療をうけたが・1時 的な軽快をみるの

みで全治せず,や むなく放置しておいた所・31年5月

来,尿 溺濁は高度 となり,右 腎部に腫張感を来たす様

になつて我々の外来を訪れた.

葭往症=生 来疾病を知らない、

家族歴:特 記することはない.

現症=体 絡,栄 養中等度で腹部に筋性防禦な く,右

腎は下極を触れるが圧痛なく,左 腎は触れず,他 に著

明な変化はない.

検査成績及び経過3膀 胱鏡的に,膀 胱粘膜は三角部

の軽い発赤をのぞいて正常,右 尿腎 口より澗濁尿が規

則的に排出するのを認めた.イ ソジゴカル ミンの排泄

は,左 右とも正常で,分 離尿を とると,右 は澗濁高度

で,フ ィブリソを混じているためか10分 後に,寒 天状

に固まつた.逆 行性ピエログラムには右上腎蓋の不規

則な崩壊像と,他 の腎蓋,腎 孟の拡張を認め,左 側は

全く異常を認めない.(第3図)こ こで一応抗生剤

を与えて経過を観察 しつつ,更 に数回 くりかえして膀

胱鏡検奪,尿 管カテテ リスムス,排 泄性腎孟撮影を行

つた所,6月 下旬に右側分離尿 より 「ほこりだに」

Tarsonemusと その卵 を 発 見(第5図),逆 行性

ピエログラムと同様所見の排泄性 ピエログラムの像を

えた.(第4図)尿 中結核菌は,染 色,培 養ともに

陰性で,叉 結石像,腫 瘍等を思わせる影像はない。こ

こに於て,右 腎の変化 と,血 尿を伴5尿 澗濁は,食 腎

血騒症のためであると診断した.

〔症例 皿〕

診断:食 腎血i強症及び尿道炎

患者=33才,δ,映 画製作に従い,京 都市に居住.

主訴:血 尿,尿 凋濁及び腹痛

現病歴:29年4月,両 腎部に鈍痛あり,某 医大病院

にて尿申蛋白質陽性といわれたが,そ の1月 後に血尿

を来たして同院に入院,5G日 後軽快 したので原因不明

のまま退院 した,翌30年5月,当 教室外来を訪れたが,

当時3目 に1度 位コ・・ヒeか す様の血尿と尿澗濁を来

たし,同 時に左腎部より腹部にかけて鈍痛があつた.

また同年中に4～5回 にわた りその部に疵痛発作があ

りた.本 年2月 頃精液申に前記コーヒかす様の血液の

混じているのに気ずき来院 した.尿 澗濁は続いていた

が,腹 痛等の自覚症状はほとんご消失 している,

既往症:28年 夏,水 害にあつて腹部を5つ た.

現症とその経過:体 格栄養はともに中等度で.触 診

上腹部,外 陰部に異常はない.29年9月 の初診時膀胱

は正常所見で.た だイソジゴカルミンの排泄が両腎と

もにおくれ る.逆 行性ピエ・グラム1象右腎に軽度の水

腎性肥大と,特 に下腎蓋の崩解像を認め,左 腎では

異常なくまた結石像はない.(第6図)30年 度に苦

痛あつて来院した時の尿所見は,赤 白i血球1視 野各3

～5個 ,上 皮細胞を認めたが,こ の間,尿 路消毒剤を

散発的に与え経過を観察した。全期聞を通 じて結核菌

は陰性,他 の起炎菌にも乏しく,ピ エログラムの変化

の理解に苦しんだが,31年8月,前 と同様の尿溺濁を

来たしたのであらためて精査した所,多 数のCandida

属の真菌 と共に 「ほこりだに1を 発見した.(第7図)

又単純性尿道炎の症候があるが,こ れは糸状菌による

ものか,「 だに」によるものかはにわかに断定しがた

い.

虫 体 所 見

第2図,第5図 及び第7図 に示すよ5に,「 ほこりだ

に」Tarsonemusと 考 えられる.虫 体は尿沈漬の新

鮮標本で乳白黄色に判然 と見えるが,位 相差顕微鏡で

観察するとその輪かくが尚明らかとなる.(緑 色 フィ

ルターを用いると,暗 緑色の影でみられる.)頭 部に

1対 の鋏角あり,前 体部及び後体部に夫々左右2対 の

脚があつてその尖端は夫々2条 にわかれた爪になつて

いる.虫 体は後体部に移 行するに従つてやや太くな

り,所 々に短い毛があり,後 体部の後方に肛門が開

く。

虫体はほぼ透明であるので,虫 体内臓部に赤白血球

様の小穎位を収めているのがわかる.

考 え と ま と め

泌 尿器系に 「だに」を原 因 として発症す る疾

患 は決 して多 くないが,ま た決 してなおざ りに

は出来 ない と考 えられ る.さ ぎに報告 した3症

例 は,第1例 では,は じめ腹部 の打ぼ くという

点 か ら,そ のための水腫腎 を疑 い,後 にツ反

応,母 親 の開放性結核 とい う点 より腎結核 を疑

つたが,何 れ もレ線 豫や他 の症候 と一致 しなか

つた.第2の 症例に於 ても,腎 のレ線学的変化

を来たす原 因に乏 し く,最 後 に注意ぶかい観察

に よつ て尿 中よ り 「ほ こ りだに1を 発見するこ

とによ り理解 出来,そ の診断を決定 しえたが,

それ にも とず いて治療 を開始す るまで,患 者の
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苦痛は続 き,第3の 症例では,更 に手問どつ

た.か くの如 く,比 較的長い経過をたどり,以

下にのべる症状のある疑わしい患者に接 したな

らば,特 に念入 りに尿の検査が されなければな

らないことを痛感する.

今日すでに食腎血鍛症 としてだけでも100余

例が報告 されている.そ の殆 どは,散 発的に発

見報告されたが,橋 本等は,新 潟県に於て,ま

た熊谷は東京に於 て,集 団発生の事実を報告し

ている.

これらは成人 より小児に於 て発症率が高いと

いわれ,齊 藤は小児例 を多数報告しているが,

橋本等は信濃川流域地方で行つた集団検診に於

て某地区63例 中5例 に 「だに」を認め,う ち小

児2例,成 人3例 であつた.我kの 乏 しい症例

に於 ても決して小児におとらず成人に注意しな

くてはならないことを教えている.

臨床症状はまず筆頭に血尿をあげなくてはな

らないが,殊 に小児の血尿では見のがす ことの

出来ない重要な因子がこの 「だに」の寄生であ

る.他 に発熱,尿 漏濁,尿 意頻数,腹 痛,腎 部

落痛叉は腫張感があるが,最 近,山 崎は腎部病

痛を主訴 とする腎石様あるいは,遊 走腎様症状

を呈 した1例 を報告し,落 痛が周期的にあり夜

間におこることにより,「 だに」の生態 との関

係を注視,指 摘している.藤 井,橋 本等は,泌

尿器科学的症状 よりさきに,悪 心,嘔 吐,便

秘,下 痢,貧 血,鼓 腸あるいは浮腫等の内科的

症状を呈するという.し かし,我 汝の症例に於

ては,一 様に血尿,尿 潤濁,腹 痛等の泌尿器科

的変化が先行 し,特 に1例 ははげしい癌痛発作

をみた.

血液には,貧 血 と同時に一般寄生虫症の如 く

エオ ジン好症を来たす

尿所見は,赤 白血球,上 皮細胞を認め,2次

感染によつて種汝の細菌を認める.注 目しな く

てはならないのは,真 菌 との共存が多い点で,

すでに井田はArtanariaとTyroglyphusと

の共存について述べているが,我 汝もまた図に

示すごとく,Candidaalbicansを 尿中に多

数認 めている.

「だに」の侵入門については,今 日なお定説

はない如 くで ある.阿 部 は,実 験 的に家兎に

「だに」 を混 じた餌 を与 え,外 界 よ り尿へ 礎

に」 を混 じない様 に処 置 した所,「 だに」 の大

半 は1～2日 でi糞便中に排 出 し,1部 は3～6

日 までの間に尿 に確 実に 出現 す ると報 告してい

るが,血 行 性 にか,尿 路へ腸管 を穿通 して来る

ものかは判然 としない.こ れ に反 し,伊 藤は,

体 内通過寄生 よ りもむ しろ,直 接外 尿道 口より

侵入 す るとして反対 して いる.し かし,大 多数

の報告者 は,消 化管 経由の説 を と り,現 実に,

メ リクン粉,た くわん及 び他 の潰物,砂 糖等 よ

り同 じ 「だに」 を認 め,我 汝 もかつてK印 マヨ

ネーズ・ソース よ り「ほ こ りだ に」と「け なが こな

だに」 を発見 した ことが ある.成 虫 は,糞 便中

に容 易に排 出 され,こ の糞便 中で卵子 がふ化 し

て若虫 とな る事実 か ら,回 虫症 の如 く生野菜等

よりも感染 す る こともあ ろ う,直 接外尿道 口よ

り侵 入 しない とい う証 拠 も,今 日では まだない.

治 療 につい ても,い ろい ろな方法 が試み られ

てい る.尿 路 消毒 剤,塩 酸 エメチ ン,サ ル ファ

剤 を用い ていたが,最 近,佐 汝,手 代木,山 崎

等 はphenothiazineが 著 効 を示す とい う.我

汝の前記 症例 には,ピ ペ ラジ ンの クエ ン酸塩の

スパ トニンを 用いて効を収 めたのは興味深 い.

(成 分:1一 ジ エチルカ ルバ ミルー4一 メチル

ピペ ラジン 。クエ ン酸塩)

は じめ3～4錠 よ りは じめ(1錠 中0.059)

し ば ら く後 に1日 量0.5～0.759,10～15鎖 …に

増量,こ れ を持続 量 として40日 聞連続投 与し,

そ の闇尿 の検査 を繰返 し行 い,「 だに」虫体は

もちろん,赤 白血球 は消失 し,レ 線的には爾軽

度 の崩解 像を認 めるが,臨 床的に治癒 した もの

と考 え られ る.

「だに」の寄生 に よつ て,す べ て発症す ると

は限 らない.16才 の神 経因性膀胱 の患者尿を検

鏡 中 「ほ こりだに」 を偶 然発見 したが,他 に炎

症症状 は まつた くな く,自 覚的 に も排 尿困難を

訴 え るのみ であつたが,念 のために膀胱鏡,尿

管 カテテ リスムス,逆 行 性 ピエ ログ ラフィ ー及

び排 泄性 ピエ ログ ラフィ ーを行 つたが何の異常

もな く,更 に24痔 間 尿につ いて 「だに」を3!匹

えたが,自 覚的,他 覚 的に異 常 は ない,こ の藏
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例 は,目 下経過を観 察 してい るが,や は りくり

かえし 「だに」 を求 め,更 にい る様 な ら駆除 を

考えるべるであろ う.

む す び

我kは,3例 の食腎血融症を経験 し,そ の原

因が 「ほこりだに」にあつた ことを虫体 と共に

レ線腎孟撮影像によつて的確に証明し,更 に我

汝の経験から,経 過の長い血尿,尿 渥濁あるい

は腹痛を伴 う患者の尿は特に注意深 く検査して

寄生虫をさがす必要のあることにふれ,虫 体,

症状,「 だに」侵入門及びスパ トニンを用いた

新しい治療法について述べた.

また,「 だに」が尿中に存在するだけで自覚

的他覚的に何の所見もないことのある点にもふ

れた.更 に,「 だに」 と真菌 との共存を注視 し

なくてはならない点を強調した.

省,本 論丈の要旨は,第184回 京都皮膚科泌

尿器科集談会で報告した.終 りに,御 指導御校

閲をいただいた恩師稲田務教授に深 く感謝の意

を表する.
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